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地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
四
五
年
、
東
京
都

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
米
国
研
究

③
学
歴
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
国
際
関
係
論
分
科
、
同

大
学
院
社
会
学
研
究
科
国
際
関
係
論
専
門
課
程
修
士
課
程
修
了
、

同
博
士
課
程
単
位
取
得
中
退
、
一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

博
士
号
取
得

④
職
歴
…
…
明
治
大
学
専
任
講
師
（
二
八
歳
、
五
年
間
）、
同
助
教
授

（
三
三
歳
、
一
年
間
）、
一
橋
大
学
助
教
授
（
三
四
歳
、
八
年
間
）、

同
教
授
（
四
二
歳
、
九
年
間
）、
東
京
大
学
教
授
（
五
〇
歳
、
一
〇

年
間
）、
東
京
女
子
大
学
（
六
〇
歳
、
五
年
間
）

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
米
国
（
三
九
歳
、
二
年
間
、
客
員
研
究
員
）、
米

国
（
四
九
歳
、
半
年
、
客
員
研
究
員
）

⑥
研
究
手
法
…
…
米
国
西
海
岸
、
と
く
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
岸

地
域
、
ア
ジ
ア
系
移
民
史
と
地
域
史
の
交
錯
を
文
書
資
料
だ
け
で

な
く
、
オ
ー
ラ
ル
資
料
、
地
理
情
報
か
ら
も
研
究

⑦
所
属
学
会
…
…
ア
メ
リ
カ
学
会
、
ア
メ
リ
カ
史
学
会
、
国
際
政
治

学
会
、
歴
史
学
研
究
会
、
同
時
代
史
学
会
、
移
民
学
会

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
米
国
を
研
究
す
る
原
点

⑨
推
薦
図
書
…
…
江
口
朴
郎
『
帝
国
主
義
と
民
族
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
五
四
年
）、
斉
藤
真
『
ア
メ
リ
カ
と
は
何
か
』（
平
凡
社
、

一
九
九
五
年
）

メ
ッ
セ
ー
ジ

学
部
学
生
時
代
に
所
属
し
て
い
た
学
科
が
国
際
関
係
論
と
地
域
研
究

を
一
体
化
し
た
性
格
の
学
科
で
あ
っ
た
た
め
、
よ
く
「
国
際
関
係
論
と

は
何
か
、
地
域
研
究
と
は
何
か
」
を
議
論
し
て
き
た
。
た
だ
指
導
教
員

の
専
門
領
域
が
現
代
史
研
究
で
あ
っ
た
影
響
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

●

│
北
米

「
場
」
の
多
様
性
を
深
く
考
え
る

油
井
大
三
郎
（
ゆ
い
・
だ
い
ざ
ぶ
ろ
う
）

東
京
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
国
際
社
会
学
科
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歴
史
学
の
方
法
を
中
心
に
考
え
、
自
分
の
専
門
分
野
は
現
代
国
際
関
係

史
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
思
う
。
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
米
国
に
二

年
間
在
外
研
究
で
滞
在
し
、
日
本
の
占
領
改
革
の
研
究
を
し
た
折
、
文

化
の
違
い
を
痛
感
し
、
国
民
文
化
や
記
憶
形
成
の
差
に
関
心
を
も
ち
始

め
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
岸
地

域
の
ア
ジ
ア
系
移
民
史
を
研
究
し
始
め
、
小
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
面
白
さ
を
痛
感
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
日
本
学
術
会
議
に

新
設
さ
れ
た
地
域
研
究
委
員
会
に
関
わ
る
な
か
で
、
エ
リ
ア
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
と
地
理
学
、人
類
学
と
の
統
合
な
ど
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

空
間
科
学
と
し
て
の
地
域
研
究
の
意
味
を
考
え
始
め
て
い
る
。

地
域
研
究
の
方
法
論
を
め
ぐ
る
若
い
研
究
者
の
座
談
会
を
拝
見
し
、

研
究
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
が
新
し
い
研
究
創
造
の

原
点
と
な
る
の
で
、そ
の
悩
み
は
建
設
的
な
も
の
と
感
じ
た
。
た
だ
し
、

「
地
域
研
究
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
は
堂
ど
う
め
ぐ
り
を
し
て
い
る

感
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
域
研
究
者
は
対
象
地
域
が
「
好
き
」
だ
か
ら

研
究
し
て
い
る
面
が
あ
り
、
そ
の
対
象
地
域
の
「
個
性
的
理
解
」
に
満

足
し
て
い
る
面
が
強
い
と
感
じ
る
。
他
の
諸
科
学
の
場
合
は
、
い
ろ
い

ろ
な
時
代
の
人
類
が
直
面
し
て
い
た
諸
課
題
の
解
決
に
肉
薄
す
る
形
で

学
問
形
成
を
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
政
治
学
は
絶
対
王
政
を
打
倒
し

て
市
民
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
よ
う
に
。
と
こ
ろ
が
、
学

問
が
制
度
化
し
、
学
部
や
学
科
と
し
て
の
存
在
意
義
を
主
張
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
方
法
自
体
の
独
自
性
を
強
調
し
て
生
き
残
り
を
図
る
傾
向

に
な
る
と
思
う
。「
地
域
研
究
と
は
何
か
」
と
い
う
議
論
も
同
様
の
傾

向
に
あ
る
印
象
が
強
い
。
つ
ま
り
、
大
学
人
と
し
て
の
「
職
業
病
的
発

想
」
か
ら
脱
却
し
て
、
地
球
環
境
の
危
機
と
か
、
地
域
紛
争
の
多
発
と

か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
格
差
社
会
の
拡
大
と
か
、
今
の
人
類
が
直

面
し
て
い
る
困
難
に
地
域
研
究
が
ど
う
役
立
つ
の
か
を
考
え
る
方
が
か

え
っ
て
独
自
性
が
明
確
に
な
る
早
道
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
域
研
究
の
魅
力
の
第
一
は
、「
他
者
の
深
い
理
解
を
通
じ
て
自
己

の
相
対
化
」
を
図
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
そ
の
際
、
設
定
す
る
他

者
が
国
家
単
位
で
あ
っ
た
り
、
国
家
よ
り
広
領
域
で
あ
っ
た
り
、
村
落

な
ど
の
小
領
域
だ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
を
同
じ
「
地
域
」
と
し
て
一

体
化
す
る
前
に
「
地
域
」
設
定
の
差
の
意
味
を
も
っ
と
深
め
る
べ
き
と

考
え
る
。
地
域
研
究
は
、
政
治
学
や
経
済
学
な
ど
と
異
な
り
、「
場
」
に

こ
だ
わ
る
学
で
あ
る
の
だ
か
ら
、「
場
」
の
多
様
性
を
学
問
的
に
深
く

考
え
る
べ
き
と
思
う
。
第
二
に
、「
場
」
に
関
連
し
て
、
地
域
研
究
は

文
理
融
合
な
い
し
文
理
協
働
的
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
分
野
と
し

て
の
魅
力
が
あ
る
と
考
え
る
。「
場
」
を
考
え
る
と
き
に
、
地
形・地
質・

緯
度
・
経
度
・
気
候
な
ど
の
自
然
条
件
は
無
視
で
き
な
い
。
近
代
の
学

問
が
文
理
分
離
し
、
文
系
の
学
問
も
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
ご
と
に
壁
を
作
っ

て
き
た
な
か
で
、
現
在
の
世
界
が
抱
え
る
諸
困
難
は
こ
の
「
壁
」
を
打

破
し
て
、
再
統
合
し
な
け
れ
ば
解
決
が
つ
か
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を

ま
ず
認
識
す
べ
き
と
思
う
。
地
域
研
究
は
、「
個
別
性
」
に
甘
ん
じ
ず
、

現
代
世
界
の
諸
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
ゆ
け
ば
、
結
果
的
に
新
た
な

「
普
遍
性
」
を
獲
得
で
き
る
学
問
だ
と
信
じ
て
い
る
。
是
非
、
若
い
地

域
研
究
者
の
方
に
は
そ
う
し
た
知
的
挑
戦
に
挑
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。




